






























































図 2 図録ページの一例 
6   日本の古典俳句と絵画に関するオープンウェッブサイトとオンライン・コースウェアの比較 
 
 
表 1  2000 年から 6 年間のアクセス傾向 
Access index May 2000 May 2001 May 2006 2006/2000 


















































全体として，このサイトは 2000 年 5 月から








































図 3 コースウェアのトップ・ページ 






















大学院生 6 名を対象に，2 つのサイトを蕪村に
ついて学ぶという観点で探索し，それぞれのサイ
トの特徴を比較するという課題によってモニター
調査を実施した。その主な結果は以下のとおりで
ある。 
・オープンサイトは内容が豊富で，興味をもつ人
が自由に深く楽しめる。しかし，導入的な解説が
ないので初心者向きではない。 
・コースウェアは授業計画を知ることができるの
で学習の目安が立てやすく，予習，復習に効果的。
また，蕪村の画業と俳諧について系統的に記述し
てあるので初心者向きである。 
・オープンサイトの蕪村論から感銘を受けた。た
だし教科書的ではない。英語とイタリア語の部分
もあり，世界に通用している。また，「宿帳」（掲
示板）で世界の人との交流があるのはすばらしい。 
・コースウェアにも掲示板があるが，始まったば
かりでほとんど書き込みがない。課題を出して，
使える可能性がある。 
・オープンサイトではトップ・ページの目次にリ
ンク先がほとんど収められて便利だが，やや詰め
込みすぎであり，階層的に整理するとよい。 
・コースウェアのトップ・ページはアイコンで示
されていて全体の構成が明快であり，学習しやす
い。なお，コースで学習したことを確認できるテ
ストのページがあってもよい。 
・オープンサイトの「図録」部分は，画像が豊富
で楽しめるが，余り整理されていない。題材や時
期によって整理するとよい。 
・コースウェアの５回目のビデオ視聴は楽しい。
４回目までで学習したことの復習にもなり，学習
が定着する。また，いい気分転換にもなる。 
以上をまとめると，オープンサイトは蕪村につ
いてあらかじめ興味をもっている人が深く学べ，
コースウェアは初心の人が系統的に導入的な学習
をでき，また，授業計画を知ることができるので，
予習，復習に効果的である，ということができよ
う。 
 
注）本研究は，科学研究費補助金基盤研究（課題番号
14380091，平成14～16年度）の補助を受けた。 
 
